
　

本
書
は
福
岡
県
稲
作
経
営
者
協
議
会
の
編
に
な

る
も
の
で
あ
る
。
本
協
議
会
は
二
〇
〇
〇
年
に
設

立
十
五
周
年
を
迎
え
る
に
至
っ
た
が
、「
低
落
は
止

ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
」
米
価
と
、
そ
の
大
き

な
要
因
で
あ
る
と
「
直
感
」
さ
れ
る
ミ
ニ
マ
ム
・

ア
ク
セ
ス
米
の
中
の
Ｓ
Ｂ
Ｓ
（
売
買
同
時
入
札
）

の
輸
入
先
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
中
国
に
急
激
な
シ
フ

ト
を
み
せ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
Ｓ
Ｂ
Ｓ

米
の
二
割
前
後
が
福
岡
県
で
販
売
さ
れ

て
い
る
こ
と
等
を
背
景
に
、
同
年
三
月

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
福
岡
県
の
稲
作
経
営

を
問
う
」を
開
催
し
、七
月
に
は「
中
国
・

黒
龍
江
省
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
産
地
視
察
」
を

実
施
し
た
。こ
の
一
連
の
記
念
行
事
を
準
備
・
実
施

す
る
過
程
で
の
黒
龍
江
省
の
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
輸
出
戦

略
に
か
か
る
研
究
の
成
果
と
、
現
地
視
察
を
踏
ま

え
て
の
座
談
会
に
よ
っ
て
本
書
は
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

生
産
現
場
の
詳
細
な
実
態
分
析
が
な
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
に
本
書
の
最
大
の
特
徴
が
あ
り
、
中
国

の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
よ
っ
て
日
本
農
業
は
ど
の
よ
う

な
影
響
を
受
け
る
の
か
、
と
い
う
問
題
意
識
で
全

体
が
貫
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
黒
龍
江
省
等
の

水
稲
作
付
面
積
が
急
増
し
て
き
た
理
由
は
、
広
大

な
土
地
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
国
家
買
付
け
等
の

政
策
支
援
の
存
在
と
あ
わ
せ
て
、
日
本
か
ら
の
技

術
協
力
、「
平
成
コ
メ
騒
動
」
の
発
生
な
ど
、
日
本

の
事
情
と
大
き
な
因
果
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

　

第
二
に
、
水
稲
面
積
急
増
は
大
量
の
過
剰
在
庫

発
生
と
同
時
に
大
幅
な
価
格
下
落
を
も
た
ら
し
て

お
り
、「
こ
れ
以
上
の
稲
作
規
模
の
拡
大
意
欲
は
う

か
が
え
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
こ
と
。

　

第
三
に
、「
農
業
生
産
環
境
の
保
全
の
意
味
を
含

め
て
、
全
国
で
開
拓
が
禁
止
」
さ
れ
る
と
と
も
に
、

緑
色
食
品
を
含
め
て
「
農
墾
総
局
は
傘
下
の
国
有

農
場
に
『
売
れ
る
コ
メ
づ
く
り
』
を
躍
起
に
な
っ

て
奨
励
」
し
て
い
る
こ
と
。

　

第
四
に
、
中
国
の
食
糧
基
地
と
し
て
の
役
割
が

期
待
さ
れ
る
黒
龍
江
省
は
寒
冷
・
乾
燥
の
地
域
で
、

「
長
期
的
に
は
、
飼
料
作
物
、
油
糧
種
子
等
を
移
出

す
る
の
で
は
な
く
、
耕
種
と
畜
産
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
り
、で
き
る
だ
け
生
産
物
の
加
工
度
を
上
げ
」

て
い
く
な
ど
、「
畜
産
を
主
体
と
す
る
農
法
が
主
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
。

　

第
五
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
よ
っ
て
中
国
農
業
は

市
場
開
放
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

特
に
こ
れ
ま
で
の
国
家
貿
易
に
よ
る
輸
入
制
限
を

撤
廃
し
て
関
税
割
当
制
度
に
移
行
す
る
主
要
穀
物

に
つ
い
て
は
、
そ
の
半
ば
が
民
間
貿
易
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
た
場
合
に
は
輸
入
が
実
行
さ
れ
る
可
能
性
は

高
く
、
さ
ら
に
国
際
価
格
に
よ
る
輸
入
が
国
内
価

格
の
足
を
引
っ
張
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
こ
と
。

　

第
六
に
、
こ
う
し
た
情
勢
か
ら
構
造
調
整
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
中
国
農
業
は
、
食
肉
、
果
実
、
花

卉
等
の
国
際
競
争
力
の
あ
る
農
畜
産
物
へ
と
生
産

を
シ
フ
ト
さ
せ
、「
そ
の
輸
出
先
は
、
何
よ
り
も
わ

が
国
や
韓
国
な
ど
近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
が
重
視
さ
れ

る
」
と
し
て
い
る
こ
と
。

　

い
ず
れ
も
鋭
い
指
摘
ば
か
り
で
異
論
は
な
い
が
、

次
の
二
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
は
中
国
の
農
産
物
、
特
に
穀
物

に
つ
い
て
は
一
方
的
な
輸
入
、
輸
出
に

偏
る
の
で
は
な
く
、
輸
出
と
輸
入
の
両

建
て
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
わ
が

国
に
と
っ
て
は
恒
常
的
に
輸
入
圧
力
は

続
く
と
み
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

　

第
二
が
、
国
際
的
な
品
質
評
価
を
得
る
た
め
に

緑
色
食
品
を
輸
出
戦
略
の
基
本
に
据
え
る
、
と
し

て
い
る
が
、
中
国
国
民
の
所
得
向
上
に
と
も
な
っ

て
環
境
・
安
全
性
に
対
す
る
関
心
は
急
速
に
高
ま

っ
て
き
て
お
り
、
緑
色
食
品
、
環
境
に
配
慮
し
た

「
生
態
農
業
」へ
の
取
り
組
み
は
中
国
農
業
自
体
の

�
構
造
変
化�
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

　

と
も
あ
れ
、
本
書
は
隣
国
・
大
国
で
あ
る
中
国

と
の
農
業
・
貿
易
問
題
を
考
え
て
い
く
に
あ
た
っ

て
必
読
の
良
書
で
あ
る
。

（
二
〇
〇
一
年
六
月
、
一
九
六
頁
、
一
六
〇
〇
円
）

（
蔦
谷
栄
一
）

―  ９  ―

『
中
国
黒
龍
江
省
の
コ
メ
輸
出
戦
略

中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
も
と
で
』
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岡
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